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一
月
三
〇
日（
水
）に（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所

の
第
一
回
通
常
総
会
を
信
州
健
康
村
ナ
イ
ス
イ
ン
ホ

テ
ル
村
一
番
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
号
議
案
の
二
〇
一
二
年
度
事
業
報
告
か
ら
第

三
号
議
案
の
二
〇
一
三
年
度
の
予
算
ま
で
無
事
承
認

さ
れ
、
来
賓
各
位
ご
参
集
の
も
と
、
二
〇
一
三
年
度

第
四
二
代
理
事
長
・
綿
貫
昌
夫
君
の
本
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
基
づ
く
力
強
く
一
歩
前
に
出
た
ご
挨
拶
で
本

年
度
公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議
所
・
綿
貫
丸

が
出
港
い
た
し
ま
し
た
。

　
南
長
野
青
年
会
議
所
の
二
〇

一
三
年
度
新
年
の
門
出
を
祝

い
、
一
月
八
日（
火
）に
Ｊ
Ｃ

ル
ー
ム
に
て
恒
例
の
ル
ー
ム
開

き
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
年
の

船
出
に
相
応
し
く
二
〇
一
三
年

度
理
事
長
綿
貫
昌
夫
君
の
力
強

い
ご
挨
拶
に
よ
り
、
理
事
一
同

身
を
引
き
締
め
、
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
達
磨
の
目
入
れ
式
で
は
、
メ

ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
今
年
一

年
の
念
い
や
決
意
を
胸
に
達
磨

の
目
に
墨
を
入
れ
、
今
年
一
年

の
祈
願
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
（
公
社
）
南
長
野
青
年
会
議

所
の
二
〇
一
三
年
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
一
年
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
度 

綿
貫
丸 

船
出

１
月
８
日
　
　
Ｊ
Ｃ
ル
ー
ム

㈫

2013 ルー
ム
開
き

綿 貫 昌 夫
大平郁久男
近 藤 秀 樹 氏
田 村 嘉 邦
月 津 洋 一
松 本 　 章
久保田俊行
小 山 和 伯
水 口 英 徹
宮 尾 一 暁

㈲信州雪国科学
㈲冨士キャスト
㈲藤屋モータース
㈲丸二商会
㈱長門屋
㈱マツシン．
㈲KBT
㈲嵯峨野小山商店
㈲サクセス
北信瓦工業㈱

理 事 長
直前理事長
外部監事
監　　事
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事

2013年度　役員・理事メンバー紹介

小 林 俊 之
池 田 直 哉

㈲中村測量設計事務所
企画制作  イズミドリ

委 員 長
副委員長

宮 﨑 弘 章
倉 石 卓 也
渡 邉 英 祐

㈲宮﨑電気
㈲中村測量設計事務所  燦倶楽部  犀北
渡辺商事㈱

委 員 長
副委員長
副委員長

国際交流委員会

南長野の幸せ創造委員会

中 村 文 陽
中 島 功 雄

㈲南長野モーターショップ
㈱中嶋製作所

委 員 長
副委員長

金 田 隆 一
髙 山 博 至

㈱信州トラベルサービス
㈲高山タイヤ商会

委 員 長
副委員長

宮 下 嘉 文
髙 山 博 至

㈱長野管材
㈲高山タイヤ商会

事務局長
事務局次長

酒井総一郎
東 方 竜 也

㈲酒井製版
カイテック

委 員 長
副委員長

南長野のたから育成委員会

総務広報委員会

会員魅力発掘委員会

事務局

2013年度理事メンバー

　
綿
貫
理
事
長
が
掲
げ
る
本
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
創
造
と
挑

戦
　
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

一
歩
前
へ
　
新
た
な
自
分
、
そ

し
て
新
た
な
南
長
野
の
為

に
」。
南
長
野
青
年
会
議
所
メ

ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
一
歩
前

に
出
る
運
動
、
活
動
を
展
開

し
、
新
し
い
自
分
を
開
拓
し
て

い
く
こ
と
が
、
や
が
て
は
南
長

野
地
域
の
為
に
な
る
。
そ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
、
二
〇
一
三
年

度
公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年

会
議
所
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

鴇沢会計事務所会社名鴇 沢  　裕

タゴトテキスタイル㈱会社名知 野 哲 郎

TriAngels
自然の力で癒す こころ・からだ・きもちのケア

会社名河内恵美子

㈲北成建設会社名曽根川宏一
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南長野の幸せ創造委員会
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南長野の幸せ創造委員会

2013年度
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会員魅力発掘委員会

2013年度
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南長野のたから育成委員会

●今年の目標 笑顔で！南長野に光を灯します！

●今年の目標 JCを深く知る。

●今年の目標 仕事もJC活動も全力投球！

左から綿貫理事長、鴇沢裕君、河内恵美子君、知野哲郎君

2013年度 外報紙

Vol.1南長野青年会議所公　　益
社団法人

創造と挑戦 地域のリーダーとして一歩前へ
新たな自分、そして新たな南長野の為に

2013年度スローガン

●今年の目標 地域の方々のお役に立てるよう頑張ります。
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篠
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員
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公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議

所
第
一
回
通
常
総
会
に
続
き
ま
し

て
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
と
共
に
新
年

の
門
出
を
祝
い
一
月
例
会
・
新
春
大

懇
親
会
　
を
信
州
健
康
村
温
泉
棟
２

Ｆ
大
広
間
に
て
盛
大
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
大
懇
親
会
よ
り
長
野
市
長
が
ご
参

加
さ
れ
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
、
長
野
商
工
会
議
所
副
会
頭
の
中

嶋
君
忠
様
の
乾
杯
の
挨
拶
で
新
春
大

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
綿
貫
理
事
長
と
二
〇
一
三

年
度
の
各
委
員
会
の
委
員
長
達
に
よ

る
今
年
の
意
気
込
み
を
漢
字
一
文
字

で
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
来
賓

の
皆
様
方
に
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
南
長
野
青
年
会
議
所
役
員

及
び
ご
来
賓
皆
様
で
万
歳
三
唱
し
、

新
年
の
大
懇
親
会
が
無
事
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

2013

　
二
月
一
八
日
、
篠
ノ
井
商
工
会
議
所
篠
ノ
井

支
所
２
Ｆ
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
「
会
員
数
六
〇
名
」
を
目
標
に
掲
げ

会
員
拡
大
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
為
に
は
、
な
ぜ
私
た
ち
は
会
員
拡
大
を
行
う

の
か
を
全
会
員
が
考
え
、
会
員
拡
大
の
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
、
本
例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
長
野
Ｊ
Ｃ
の
シ
ニ
ア
で
も
あ
ら

れ
ま
す
、
大
矢
洋
丈
先
輩
を
お
招
き
し
、
会
員

拡
大
に
つ
い
て
ご
教
授
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
講

演
で
は
、
勧
誘
の
方
法
論
や
手
法
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
Ｊ
Ｃ
と
は
ど
ん
な
団
体
で
あ
る
べ
き

か
、
何
の
為
に
事
業
を
行
い
、
ど
ん
な
事
業
を

開
催
し
て
い
く
べ
き
か
、
と
い
う
Ｊ
Ｃ
の
基
本

的
な
こ
と
を
メ
イ
ン
に
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
初
は
表
情
の
硬
か
っ
た
メ
ン

バ
ー
も
、
講
演
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
目
つ
き
が

変
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
例
会
を
も
っ
て
、
本
格
的
に
会
員
拡
大
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
例
会
が
意
味
の
あ

る
も
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
年
末
そ
し
て
次

年
度
以
降
の
メ
ン
バ
ー
の
姿
勢
に
現
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2013年度
会員魅力発掘委員会

委員長
中村  文陽

委
員
長
所
感

中
村  

文
陽

　
綿
貫
丸
が
出
航
し
て
初
の
総
会
、
そ
し
て
例

会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
多
数
の
ご
来
賓
、
先
輩
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
と
て
も
賑
や
か
に
そ
し
て
楽
し
い
新
春
大

懇
親
会
が
行
え
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日

ま
で
段
取
り
頂
い
た
委
員
メ
ン
バ
ー
そ
し
て
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
で
す
。

私
に
と
っ
て
初
委
員
長
、
そ
し
て
初
例
会
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
協
力
を
得
て
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ご
無
理
を
お
願
い
し
た
信
州
健
康

村
さ
ん
に
も
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
で
綿
貫
理
事

長
の
下
、
一
年
間
の
南
長
野
青
年
会
議
所
が
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
一
歩
前
へ
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

2013年度
国際交流委員会
委員長

小林  俊之

委
員
長
所
感

小
林  

俊
之

小林委員長「信」

綿貫理事長「挑」

金田委員長「笑」 中村委員長「新」 酒井委員長「結」 宮﨑委員長「感」

　
二
月
一
八
日（
月
）に
篠
ノ
井

商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
２
Ｆ

に
お
い
て
会
員
魅
力
発
掘
委
員

会
主
催
の
二
月
例
会
「
会
員
拡

大
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
、（
公
社
）長
野
青

年
会
議
所
シ
ニ
ア
の
大
矢
洋
丈

先
輩
を
お
招
き
し
、
改
め
て
青

年
会
議
所
の
行
う
会
員
拡
大
に

つ
い
て
と
会
員
拡
大
へ
向
け
た

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
目
的
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
大
矢
先
輩
の
講
話
で
、
何
の

た
め
に
会
員
拡
大
を
行
う
の

か
、
ま
た
、
自
分
は
何
の
た
め

に
青
年
会
議
所
に
入
会
し
た
の

か
な
ど
、
ご
自
身
の
体
験
を
用

い
た
内
容
は
、
今
ま
で
我
々
の

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
が
多
く
、

南
長
野
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
は
目
か
ら
鱗
の
講
話

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
新
年
よ
り
五
名
の

準
会
員（
五
月
一
日
現
在
）の
入

会
が
あ
り
、
こ
の
勢
い
に
乗
り

大
矢
先
輩
の
話
を
活
か
し
メ
ン

バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
会
員
拡
大

を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

講師：大矢洋丈 先輩
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未
曾
有
の
大
災
害

東
日
本
大
震
災
を
改
め
て
見
つ
め
な
お
す

月
例
会

3

３
月
　
日
㈬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
３
Ｆ

企
画
担
当  

■ 

総
務
広
報
委
員
会 

■

　
三
月
二
〇
日（
水
）に
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
長
野
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

３
Ｆ
に
て
、
総
務
広
報
委
員
会

主
催
の
三
月
例
会
「
未
曾
有
の

大
災
害
　
東
日
本
大
震
災
を
改

め
て
見
つ
め
な
お
す
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
実
際
に
被
災
に
遭

わ
れ
、
震
災
当
時
の
お
話
や
避

難
所
生
活
、
二
年
の
月
日
が
経

過
し
た
今
を
㈱
笹
の
浦
宮
澤
利

典
様
に
語
っ
て
頂
き
、
後
半

は
、
俊
英
高
校
生
徒
会
長
、
綿

貫
理
事
長
を
加
え
て
三
名
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
語
部
宮
澤
様
に
よ
る
お
話

で
、
震
災
当
日
、
津
波
に
よ
る

ご
自
宅
の
浸
水
状
況
、
ご
家
族

の
、
と
り
わ
け
お
子
様
を
と
に

か
く
高
い
と
こ
ろ
と
い
う
事
で

押
し
入
れ
の
上
段
で
ま
っ
く
ら

の
中
避
難
さ
せ
、
こ
れ
以
上
浸

水
し
た
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
と
い

　
四
月
一
二
日
、
篠
ノ
井
商
工
会
議
所
篠
ノ
井

支
所
２
Ｆ
に
て
四
月
例
会
「
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
Ｊ

Ｃ
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
当
会
議
所
は
毎
年
多
く
の
仲
間
を
迎

え
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
退
会

者
や
休
会
者
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
ス
リ
ー
プ
し
て

し
ま
う
メ
ン
バ
ー
も
多
く
な
っ
て
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は
入
会
歴
の
浅

い
Ｊ
Ｃ
を
ま
だ
良
く
理
解
し
て
い
な
い
方
や
、

あ
ま
り
Ｊ
Ｃ
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
方
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
、
そ
ん
な
方
々
が
そ
う
な
っ
て
し
ま
う

前
に
理
事
を
経
験
し
て
い
た
ら
、
出
向
し
て
い

た
ら
、
そ
し
て
周
り
が
も
っ
と
フ
ォ
ロ
ー
出
来

て
い
た
ら
、
結
果
は
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
本
例
会
は
、
日
本
Ｊ
Ｃ
（
大
阪
Ｊ

Ｃ
よ
り
出
向
）
の
田
中
有
美
子
君
を
ト
レ
ー

ナ
ー
に
お
迎
え
し
、
日
本
Ｊ
Ｃ
公
認
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
「
Ｊ
Ｃ
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
使
っ
て
メ
ン
バ
ー
に
Ｊ
Ｃ
ラ
イ
フ
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
頂
き
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
一
人
ひ
と
り
が『
入
会
』か
ら『
理
事
長
』を

目
指
す
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
終
始
賑
や
か
に
笑
い

声
も
聞
こ
え
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
入
会
歴
の
浅
い
メ
ン
バ
ー
に
は
Ｊ

Ｃ
そ
し
て
南
長
野
Ｊ
Ｃ
と
い
う
組
織
を
理
解
し

て
頂
き
、
ベ
テ
ラ
ン
メ
ン
バ
ー
に
は
、
多
く
の

『
気
づ
き
』を
得
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
体
験
を
今
後
の
Ｊ

Ｃ
ラ
イ
フ
に
活
か
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
唯
一
理
事
長
に
な
れ
た
久
保
廣
範

君
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委
員
長
所
感

中
村  

文
陽

　
総
務
広
報
委
員
会
最
初
で
最
後
の
公
開
例
会

と
い
う
事
で
三
月
二
〇
日
、祝
日
に
も
関
わ
ら
ず

六
〇
名
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。当
日

の
会
場
の
雰
囲
気
、ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入

頂
い
た
内
容
を
拝
見
す
る
と
、今
例
会
の
テ
ー

マ
、改
め
て
見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。思
い
返
し
て
見
る

と
、今
後
の
課
題
点
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、メ
ン

バ
ー
各
位
の
ご
協
力
を
頂
き
無
事
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
結
び
に
、今
回
語
部
と
し
て
講
演
を
頂
い
た

株
式
会
社
笹
の
浦
宮
澤
利
典
様
、学
校
法
人
長

野
俊
英
高
等
学
校
生
徒
会
長
新
井
諒
君
に
は
改

め
て
感
謝
、御
礼
申
し
上
げ
、委
員
長
所
感
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

2013年度
総務広報委員会
委員長

金田  隆一

委
員
長
所
感

金
田  

隆
一

う
ギ
リ
ギ
リ
の
状
況
に
ま
で
追

い
込
ま
れ
た
と
い
う
お
話
を
聞

い
た
時
に
は
聞
い
て
い
る
参
加

者
の
方
ま
で
鬼
気
迫
る
思
い
が

よ
ぎ
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま

す
。

　
更
に
は
震
災
後
の
半
年
間
は

感
情
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
聞

い
て
、
改
め
て
被
災
し
て
い
な

い
者
に
は
想
像
を
絶
す
る
大
災

害
で
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
語
部
宮
澤
様
、

俊
英
高
校
生
徒
会
長
、
綿
貫
理

事
長
御
三
方
と
も
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
今
回
の
震
災
を

教
訓
と
し
て
今
後
何
が
で
き
る

の
か
を
真
剣
に
お
話
頂
き
ま
し

た
。

　
そ
の
念
い
が
参
加
者
に
も
伝

わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
色
々
な
感
想
、
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

【10代男性】
復興は、建物、交通整備等を整える事だと思ってい
たが、それだけでなく「心のケア」というのも大切だ
と思った。
【40代男性】
自分が出来る事は何があるのか？だけでなく、これ
からの若い人達の考えやあり方を導いていく運動
を続けて頂きたいと思いました。
【10代女性】
お話を聞いて、改めてあたりまえに送れる生活があ
りがたいことだと思いました。
【50代男性】
自然の力は恐ろしい、便利な社会に甘えない、情報
に惑わされない。
【10代女性】
今回参加できなかった生徒たちに自分が聞いたこ
と、思った事を伝えたい。

　
今
回
の
事
業
が
、
参
加
者
に
と
っ
て
「
東
日

本
大
震
災
を
改
め
て
見
つ
め
な
お
す
」
き
っ
か

け
に
な
っ
た
事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
Ｊ
Ｃ

月
例
会

4

４
月
　
日
㈮
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篠
ノ
井
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所
２
Ｆ

企
画
担
当  

■ 

会
員
魅
力
発
掘
委
員
会 

■

　
四
月
一
二
日（
金
）に
篠
ノ
井

商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
２
Ｆ

に
お
い
て
会
員
魅
力
発
掘
委
員

会
主
催
の
四
月
例
会
「
ゲ
ー
ム

で
学
ぶ
Ｊ
Ｃ
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
本
例
会
に
、（
公
社
）日
本
青

年
会
議
所
・
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
践
委
員
会
総
括
幹
事
で
あ
り

ま
す
田
中
有
美
子
君
（（
社
）大

阪
青
年
会
議
所
よ
り
出
向
）
を

ヘ
ッ
ド
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
お

招
き
し
、（
公
社
）日
本
青
年
会

議
所
公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

「
Ｊ
Ｃ
ゲ
ー
ム
」
を
使
っ
て
擬

似
的
に
Ｊ
Ｃ
ラ
イ
フ
を
体
験
す

る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
ゲ
ー
ム
と
は
、
六
人
一

組
で
行
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
、

Ｊ
Ｃ
に
入
会
す
る
と
こ
ろ
が
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
様
々
な
Ｊ
Ｃ

活
動
や
体
験
な
ど
が
書
か
れ
て

い
る
カ
ー
ド
を
引
き
な
が
ら
理

事
長
を
目
指
す
と
い
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
各
組
二

回
行
っ
て
、
制
限
時
間
内
に
理

事
長
が
誕
生
し
た
時
点
で
終
了

す
る
と
い
う
内
容
の
疑
似
体
験

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
ル
ー
ル
な
ど
の
理

解
や
進
め
方
の
認
識
が
薄
か
っ

た
た
め
半
ば
リ
ハ
ー
サ
ル
的
な

ゲ
ー
ム
の
進
め
方
と
な
り
ま
し

た
が
、
二
回
目
か
ら
は
、
メ
ン

バ
ー
全
員
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

自
分
は
理
事
長
に
な
れ
る
の
か

と
考
え
な
が
ら
、
ま
た
、
新
し

い
「
気
づ
き
」
を
得
な
が
ら
見

事
二
回
目
の
ゲ
ー
ム
で
メ
ン

バ
ー
の
久
保
廣
範
君
が
理
事
長

ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
入
会
の
浅
い
メ
ン

バ
ー
は
Ｊ
Ｃ
と
い
う
組
織
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
メ
ン

バ
ー
に
は
新
し
い
「
気
づ
き
」

を
得
る
き
っ
か
け
と
な
る
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
例
会
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
新
潟
の
糸
魚

川
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
三

名
の
方
も
出
席
い
た
だ
き
共
に

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
Ｊ
Ｃ
ラ
イ
フ

の
疑
似
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

講師：田中有美子 君
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１
月
　
日
㈯
〜
１
月
　
日
㈰
　
京
都

20

19京
都
会
議
2013

　
一
月
一
九
日（
土
）と
二
〇（
日
）の
二

日
間
、
毎
年
行
わ
れ
る
全
国
の
青
年
会

議
所
が
集
う
京
都
会
議
に
て（
公
社
）日

本
青
年
会
議
所
会
頭
の
所
信
表
明
を
視

聴
す
る
た
め
京
都
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　
会
議
場
で
は
、
各
種
様
々
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す

る
分
野
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ
し
て
メ
イ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
空
き
時
間
を
利
用
し
京

都
の
町
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
二
〇
日
は（
公
社
）日
本
青
年
会
議
所

の
会
頭
小
畑
宏
介
君
の
所
信
演
説
が
開

か
れ
、
全
国
の
青
年
会
議
所
会
員
が
会

頭
の
所
信
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た

が
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
と
し

て
実
り
多
い
二
〇
一
三
年
度
の
京
都
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
灯
明
ま
つ
り

「
表
参
道
宵
ま
つ
り
」

２
月
　
日
㈯
　
長
野
市
善
光
寺
表
参
道

■ 

役
員
対
応 

■
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二
月
一
六（
土
）午
後
六

時
か
ら
九
時
の
間
、
長
野

灯
明
祭
り
【
表
参
道
宵
ま

つ
り
】
に
長
野
灯
明
祭
り

一
〇
周
年
記
念
及
び
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
五
周
年

の
記
念
と
し
て
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
に（
公
社
）南
長

野
青
年
会
議
所
で
地
元
の

特
産
品
を
使
っ
た
ト
ン
汁

の
振
る
舞
い
ブ
ー
ス
を
出

店
い
た
し
ま
し
た
。

　
出
店
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
「
篠
ノ
井
な
で

し
こ
隊
」
の
皆
様
に
よ
る

ト
ン
汁
振
る
舞
い
ブ
ー
ス

は
、
氷
点
下
を
下
回
る
寒

い
日
の
暖
か
い
出
し
物
と

し
て
灯
明
祭
り
に
訪
れ
た

多
く
の
お
客
様
に
足
を
止

め
て
い
た
だ
き
、
約
七
〇

〇
杯
分
の
ト
ン
汁
が
す
べ

て
時
間
前
に
終
了
す
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
篠
ノ
井
な
で
し
こ
隊
の

皆
様
寒
い
中
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

篠
ノ
井
駅
前
通
り

オ
レ
ン
ジ
化
計
画

３
月
９
日
㈯
　
篠
ノ
井
駅
前
通
り

担
当  

■ 

南
長
野
の
た
か
ら
育
成
委
員
会 

■

　
三
月
九
日（
土
）に
篠
ノ

井
駅
前
通
り
に
て
翌
三
月

一
〇
日（
日
）の
Ａ
Ｃ
長
野

パ
ル
セ
イ
ロ
の
開
幕
戦
に

合
わ
せ
て
昨
年
に
引
き
続

き
篠
ノ
井
駅
前
通
り
を
オ

レ
ン
ジ
色
に
染
め
る
べ
く

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の

フ
ラ
ッ
グ
の
掲
揚
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
年
は
昨
年
よ
り
も
早

く
掲
揚
す
る
こ
と
が
で
き

尚
且
つ
、
長
い
期
間
掲
げ

る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

こ
と
で
地
元
の
方
に
も
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
長
野
市

を
代
表
す
る
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　二
〇
一
三
年
度
綿
貫
丸
が
出
港
し
て
は
や
五
カ
月
。

一
月
の
ル
ー
ム
開
き
、
第
一
回
通
常
総
会
か
ら
始
ま
っ

て
気
が
つ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
、
と
い
う
の
が
南
長

野
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
感
想
か
と

思
い
ま
す
。
政
権
も
交
代
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
る

造
語
も
登
場
し
、
世
の
中
の
景
気
は
よ
く
な
り
つ
つ

あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
言
葉
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
景
気
回
復
、
明
る
い
豊
か
な

社
会
、
と
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
が
。

　そ
ん
な
中
で
も
我
々
南
長
野
青
年
会
議
所
は
、「
創

造
と
挑
戦

　地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
一
歩
前
へ

　

新
た
な
自
分
、
そ
し
て
新
た
な
南
長
野
の
為
に
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
先

輩
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
の
ご
指
導
、

そ
し
て
こ
の
か
が
り
火
の
ご
愛
読
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。総

務
広
報
委
員
会  

委
員
長  

金
田 

隆
一

編
集
後
記

Age 40

一歩前へ


